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今 月の主 な記事
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手
を
と
り
あ
っ
て

ひ
ろ
め
よ
う
福
祉
の
心

村
民
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

「あ
す

五
日
午
前
十
時
か
ら
、
市
浦
村
コ

こ
の
つ
ど
い
は
、
市
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
同
身
体
障
害
者
福
祉
会
が

山
又

一
社
協
会
長
が

「社
会
福
祉

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ

こ
の
あ
と
、
共
同
募
金
運
動
実

施
三
十
五
周
年
記
念
特
別
顕
彰
者

に
対
す
る
表
彰
状
の
伝
達
に
続
い

栄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
西
北
地

方
福
祉
事
務
所
千
葉
寛
所
長
、
三

会
議
員

（議
長
代
理
）、
柏
谷
秀

一

切
に
、
相
手
の
気
持
に
な

っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
健
康
な

く
し
て
福
祉
は
望
め
な
い
。
み
ん

自
分
が
健
康
で
長
生
き
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
―
。」
と
激
励
し
ま

ま
た

「地
域
福
祉
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
中
里

・
内

潟
療
護
園
長
野
上
四
郎
講
師
は

な
福
祉
を
受
け
る
た
め
に
は
、
地

域
住
民

一
人

一
人
の
参
加
に
よ
る

活
動
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
　
」。

と
結
び
ま
し
た
。

は
、
村
内
各
地
区
婦
人
会
に
よ
る

共
同
募
金
運
動
実
施
三
十
五
周

総
務
に
越
野
さ
ん

副
総
務
に
は
葛
西
さ
ん
を
選
任

―
民
生

（児
童
）
委
員
決
ま
る
―

幸せな地域社会 をつ くろうと語 り合

共同募金功労者に表彰の伝達が行わ

ら
の
辞
令
伝
達
式
は
、
十
二
月
五

で
行

わ

れ

、

当

日

の
組

織

会

で

は

総

務

に
越

野

清

志

さ

ん

、

副

総

務

担

当

地

区

は

次

の

と

お

り

で
す

。

□

相

内

地

区

　

工
藤

ツ
セ

、

三

和

□

大

田

地

区

　

青

山

ミ

エ
。

□

桂

川

地

区

　

越

野
清

志

。

□

脇

元

地

区

　

村

上

ヨ

ン
エ
、
高

□

磯

松

地

区

　

新

岡

敏

男

。

□

十

二

地

区

　

湯

浅

信

．
、

工
藤

講清する野上四郎氏
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企
業
誘
致
「津
軽
テ
ク
ニ
カ
」と

基
本
協
定
を
締
結

二
月
か
ら
操
業
開
始

広報ιメろ (4)

老後 を楽 しく過すための学習や

親睦 を深めあってぃます

村
で
は
、
企
業
の
誘
致
を
す
す

め
て
い
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
市

に
本
社
が
あ
る
津
軽
東
芝
音
響
株

式
会
社

（桜
井
可
清
社
長

・
資
本

金
三
千
万
円
）
と
の
間
に
、
工
場

し
、
十
二
月
八
日
協
定
書
の
取
り

こ
れ
ま
で
は
、
廃
校
に
な

っ
た

校
舎
や
集
会
所
な
ど
を
増
改
築
し

て
企
業
に
貸
し
付
け
る
方
法
を
と

っ
て
き
ま
し
た
が
、
旧
施
設
が
老

致
に
は
塩
害
や
強
風
な
ど
で
、
大

村
で
は
、
地
理
的
条
件
を
克
服

励
施
策
が
必
要
―
。
と

「
ふ
る
さ

と
定
住
対
策
条
例
」
や

「
工
場
誘

会
社
側
と
精
力
的
に
接
渉
を
す
す

現
在
、
事
業
費
二
千
七
百
万
円

を
投
資
し
て
、
村
有
地
の
松
林
を

造
成
、
五
百
平
方
層
の
工
場
建
設

操
業
に
む
け
て
準
備
を
急
い
で
い

テ
ク
ニ
カ

（佐
野
実
代
表
）
で
、

募
集
し
、
十
二
月
十
六
日
に
面
接
、

工
場
立
地
に
関
す
る
基
本
協
定

式
会
社
で
行
わ
れ
、
会
社
側
か
ら

桜
井
可
清
社
長
、
佐
野
実
工
場
長
、

村
側
か
ら
は
、
二
重
貢
村
長
、
三

上
常

一
総
務
課
長
、
高
松
隆
二
企

画
財
政
課
長
が
同
席
、
そ
れ
ぞ
れ

署
名
押
印
の
上
、
協
定
書
の
取
り

交
わ
し
を
終
え
ま
し
た
。

基
本
協
定
で
は
、
村
内
に
蓄
積

し
て
い
る
多
様
な
知
識
と
技
術
及

び
技
能
を
積
極
的
に
活
用
し
、
産

業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
創
出
を

は
か
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の

向
上
安
定
を
促
進
し
、
立
地
企
業

の
経
営
安
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
電
子
音
響
機
器

の
生
産
組
立
て
が
主
な
も
の
と
な

り
ま
す
が
、
村
の
委
託
を
う
け
て
、

会
社
は
電
子
音
響
機
器
の
生
産
組

立
て
の
発
注
と
指
導
を
行
う
こ
と

ま
た
、
会
社
の
経
営
安
定
、
工

場
の
建
設
規
模
な
ど
、
将
来
的
に

生
産
設
備
、
そ
の
他
備
品
等
に
つ

い
て
は
す
べ
て
会
社
が
負
担
す
る

村
で
は
、
十
二
月
定
例
村
議
会

で

「産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
条

地
場
産
業
の
振
興
と
合
わ
せ
て
、

企
業
の
育
成
と
雇
用
機
会
の
創
出

現
在
、
村
内
に
住
む
六
十
五
歳

人
口
の
高
齢
化
で
は
、
県
内
で

す
が
、
お
年
寄
り
の
健
康
保
持
と

市
浦
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（村

人
）
で
は
、
健
や
か
に
老
い
る
た

め
の
健
康
教
育
と
、
老
後
の
生
活

う
な
学
習
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
等

を
通
じ
て
相
互
の
理
解
と
親
睦
を

十
二
月
十
四
日
は
市
浦
村

コ
ミ

回
目
の
講
話
を
開
講
、
五
所
川
原

法
務
局
佐
々
木
寛
支
局
長
を
講
師

郷
土
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、
佐
藤

ち
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

基本協定書の締結 を終 え握手
する桜井社長 と二重村長

学習熱高まる

老人ことぶき大学学習計画表
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十
三
小
で
記
念
式
典

１０
周
年
で
決
意
も
新
た
に

十
二
小
学
校

（
沢
田
茂
隆
校
長

・
児
童
数

一
〇
二
人
）
の
創
立
百

(5}広 報ιチろ

PTAの ア トラクシ ヨンが式典を盛

西
北
五
地
方
で
は
最
も
古
い
歴

野
鳥
お
よ
び
白
鳥
の
保
護
、
観
察

二
年
後
の
現
在
も
観
察
が
続
け
ら

情
″
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
彰
状

八
木
橋
良
蔵

■
永
年
動
続
教
職
員
　
浦
田
雪
江
、

竹
浪
兵
蔵
、
工
藤
祀

一
、
風
晴

感
謝
状
　
一局
橋
信
男
、
工
藤
武
義
、

「過
日
は
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い

回
戦
で
、
宮
城
県
代
表
の
仙
台

一

病
院
に
運
ば
れ
た
。

病
院
で
七
針
も
縫
う
処
置
を
終

え
、
ち
ょ
う
ど
試
合
が
終
了
し
た

時
刻
に
球
場
へ
戻
っ
た
後
藤
さ
ん

に
駆
け
寄

っ
て
謝

っ
た
工
藤
君
に

次
の
試
合
も
頑
張
れ
や
′
」
と
優

創立110周年 を迎えた十三小学校

お祝いのことばを述べる教育長
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)59く

ι
燿
乳
る
・

力
・脅
球
ゎ

も
う

一
つ
の
山
王
道

霊
地
山
王
坊
へ
の
道
に
も
う

通
り
。
相
内
家
並
―
佐
藤
慶
治

大
先
輩
の
家
の
前
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
標
識
か
ら
左
折

（又
は

右
折
）
し
て
北
進
す
る
法
燈
ヘ

の
道
で
す
。
山
王
坊
川
に
沿

っ

て
北
上
す
る
道
で
す
。
途
中
桂

挟
ま
れ
た
た
ん
ぼ
道
を
車
は
奥

へ
奥
へ
と
進
み
ま
す
。
雨
後
だ

と
無
理
で
す
。
丘
陵
の
左
側
（西

側
）
の
笹
畑
遺
跡
や
右
側

（東

側
）
の
赤
坂
遺
跡
な
ど
を
語
り

な
が
ら
正
面
の
丘
陵
に
つ
き
あ

す
る
と
、
山
王
の
聖
地
な
わ
け

東
北
大

。
東
北
学
院
大

・
秋
田

中
世
津
軽
安
東
氏
の
建
立
し
た

神
社
寺
院
跡
と
し
て
全
国
的
に

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
遺
跡
で
す
。

日
吉

神
社

の
御

神

体

十
日
に
松
橋
神
官
の
も
と
に
総

代

・
村
当
局
の
関
係
者

一
同
が

列
席
し
御
祓
い
の
神
事
が
挙
げ

て
い
た
、
日
吉
神
社
の
御
神
体

を
間
近
に
拝
す
る
機
会
に
恵
ま

し
た
。
何
回
か
修
繕
さ
れ
た
よ

御
神
体
は
衣
冠
束
帯
の
公
卿

に
笏

（あ
る
い
は
扇
）
を
持

っ

ま
す
。
厚
い
畳
の
上
に
ど
っ
か

り
と
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
衣
の
裾

は
ぴ
ん
と
左
右
に
張

っ
て
成
風

福
島
城
主
藤
原
秀
栄
公

日
吉
神
社
は
俗
称
山
王
権
現

津
市
に
あ
り
ま
す
。
オ
オ
ヤ
マ

ナ
ム
チ
の
神
を
合
祀
し
、
神
代

か
ら
比
叡
山
に
鎮
座
し
た
地
主

で
す
。
次
号
に
発
掘
の
こ
と
を

御
神
像
か
ら
福
島
城
主
の
藤

原
秀
栄
公
の
容
姿
を
群
想
し
ま

し
た
。
平
泉
藤
原
清
衡
の
子
惟

て
育
て
ら
れ
た
安
倍
則
任
の
後

⑭

情
は
自
分
の
た
め
　
情
を
人
に

汝
、
汝
だ
し
、
吾
、
吾
だ
　
人

何
事
も
三
度
　
一
回
や
二
回
失

七
日
痛
ん
で
も
男
の
子
持
で

汝
の
物
吾
の
物
、
吾
の
物
吾
の

物
　
お
前
の
も
の
は
私
の
物
で
、

私
の
物
は
私
の
物
と
い
う
意
。

生
木
製
ぐ
　
好
い
た
同
志
の
男

女
の
仲
を
引
き
離
す
こ
と
。

な
ま
す
の
有
る
内
に
嫁
出
は
る

な
ま
す
は
祝
吉
の
料
理
に
つ
き
も

の
、
そ
の
な
ま
す
が
ま
だ
残

っ
て

鳴
る
腹
ァ
下
痢
る
　
も
の
ご
と

計
化
は
判
慣
　
①
吉
代
田
は
肥

料
分
が
不
足
す
る
の
で
収
穫
は
半

分
し
か
な
い
と
い
う
意
。
②
稲

の

う
意
。
二
つ
の
意
味
が
あ
る
Ｑ
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壁笹禁塑おしらせ
助け合い資金に と社会福祉協議会 を
訪れた桜木町子供会のみなさん

金木高校相内分校
生徒募集

善意ありがとう
バザー益金5,320円 を寄託

―桜木町子供会―

税のなんでも相談
-1月 17日ω一

室内運動会は 1月
22日 に開催します

金
木
高
相
内
分
校
に

雑
布

‐００
枚

親
切

お
ば
あ
さ
ん

あ
り
が
と
う

金
木
高
校
相
内
分
校

（須
藤
安

一
教
頭
）
に
、
こ
の
ほ
ど

″親
切

こ
の
雑
布
は
、
紙
袋
に
包
ま
れ
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一疇」〕一けれ中“Ｍリコ″〕】］り「）】̈「″御　　　　　一神一いて大っ一一一̈̈
け̈赫

Ｘ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

学
校
以
外
の
場
で
の
団
体
活
動
　
　
上
下
関
係
、　
一
方
で
は
幼
い
者
へ
　
　
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

は
、
社
会
性
や
責
任
感
を
養
う
よ
　
　
の
い
た
ゎ
り
　
　
　
。
団
体
生
活

い
機
会
で
す
。
地
域
を
単
位
と
す
　
　
の
仕
組
み
や
し
き
た
り
を
身
を
も

る
子
供
会
や
各
種
の
奉
仕
団
体
な
　
　
つ
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

だ」暉ｒ囃」“鯵加させるよ　　　園幽‐‐人‐目闇国田日田口旧Ш　　□開琳峨『̈
割”】″″わ作ノ

団
体
活
動
は

編
編
諄
メ
罐
湛
轍
　
　
　
　
社
会
参
加
の
第

一
歩

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と

が
得
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
性
や
責
任
感
が
養
わ
れ
、
将
来
、

お
年
寄
り
を

い
た
わ
る
気
持
ち

ま
ず
、
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ

ら
相
手
の
立
場
に
立

っ
た
つ
も
り

食
い
違
い
を
埋
め
る
努
力
を
す
る

▼
基
本
的
な
心
が
ま
え

相
手
の
身
に
な

っ
て
考
え
る

っ
ぱ
く
な
っ
た
り
、
繰
り
返
し
が

な
い
こ
と
。
何
十
回
同
じ
話
を
繰

は
、
相
手
を
信
頼
し
、
心
を
許
し

て
い
る
証
拠
な
の
だ
と
い
う
こ
と

理

屈

抜

き

で

謝

る

よ

う

に

し

ま

し

″聞
き
上
手
″
に
な
る

を
取
り
合

っ
て
活
動
を
盛
り
上
げ

地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年

の
団
体
活
動
の
た
め
に

□

公

民
館

や

ス
ポ

ー

ツ
施

設

の
所

在

地

、

利

用

方

法

、

活

動

ぶ

り

（長′‐、御［赫嘲子
一射ケに一

（′ｊヽ秋判　紅裁　一椰　動一

（」嘲す［罐
（五（嘲川［一

（紳動劇割一　一軒　一一一

（臨祢川美闘子
一村　」一

（山一時　正議　一躊　疇一

（′Ｊヽ鎌卿　卿封　一詢　鰤一

（粁罐　翻仁　一雌　団一

（制辮　愛倒　一雌須超一

∩
旧
∪

高
田
　
た
よ

（十
　
一こ

８６
歳

醐

輩

錫
層

（帯師久裁粥

（劃満た崎華


